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「君がそれでいいのなら」�
作詞 ・作曲 Shinya Hashizume  

君じゃ無理さ　君なら終わる
それでも君が　それにすがるのなら　どうぞ

誰かが辿り着けそうでも　
君ぐらいでは届きもしないのさ

君でも辿り着けるのなら
むしろ僕らは励ます事もできる

この先はありそうもない
引き返せばあるにはある

僕が言えば気まずくなる事　
みんなで歌ってみよう

無駄なはずさ　おそらく終わる
どれだけ夢を　君は見てるのかな？
あくまで君が　それでいいのなら

お気の済むときまで　させてみよう　どうぞ

ここまで手ごたえがなければ　
これから先も望めはしないのさ

少しは望みがあるのなら　
たとえ君でも助ける事はできる

戻れなわけではない　
既に遅いかもしれない

僕からでは伝わらない事　
みんなで歌ってみよう

無理なはずさ　このまま終わる
いつまで夢を　君は見ているのかな？

あくまで君が　それでいいのなら
気が晴れるときまで　させてみよう　どうぞ

「それはほんとに」　
君にできることかな　

「さあ、顔を下げて」　
足元を見ていこう

終わるはずさ　おそらく終わる
あまりに夢を　君は見ているから
あくまで君が　それでいいのなら

眼が覚めるときまで　させてみよう　どうぞ

終わるはずさ　必ず終わる
このまま夢を　君は見てるのなら
あくまで君が　それでいいのなら

お気の済むときまで　させてみよう
気が晴れるときまで　させてみよう

目が覚めるときまで　やらせてみよう　
どうぞ　どうぞ・・・


